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新 旧 

（一）組込みソフトウェアに係る技術に関する事

項 

１ 組込みソフトウェアに係る技術において

達成すべき高度化目標 

我が国製造業の国際競争力の強化及び新

たな事業の創出を図るためには、組込みソフ

トウェアに係る技術（以下単に「組込みソフ

トウェア技術」という。）を有する川上中小

企業者（以下「組込みソフトウェア事業者」）

は、川下製造業者等のニーズを的確に把握

し、これまでに培ってきた技術力を最大限に

活用するとともに、当該ニーズにこたえた研

究開発に努めることが望まれる。以下に川下

製造業者等（産業機械、産業用ロボット、サ

ービスロボット、情報家電及び携帯電話、並

びに自動車）の抱える課題及びニーズ並びに

それらを踏まえた高度化目標を示す。 

（削る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一）組込みソフトウェアに係る技術に関する事

項 

１ 組込みソフトウェアに係る技術において

達成すべき高度化目標 

我が国製造業の国際競争力の強化及び新

たな事業の創出を図るためには、組込みソフ

トウェアに係る技術（以下単に「組込みソフ

トウェア技術」という。）を有する川上中小

企業者（以下「組込みソフトウェア事業者」）

は、川下製造業者等のニーズを的確に把握

し、これまでに培ってきた技術力を最大限に

活用するとともに、当該ニーズにこたえた研

究開発に努めることが望まれる。以下に川下

製造業者等（携帯電話、ロボット・産業機械、

情報家電及び自動車）の抱える課題及びニー

ズ並びにそれらを踏まえた高度化目標を示

す。 

（１）携帯電話に関する事項 

①川下製造業者等の抱える課題及びニー

ズ 

携帯電話産業は、厳しい市場競争、日進

月歩の情報通信技術及び利用者の高品質、

高機能、適正価格に対する強いニーズに対

応するため、短期間での製品開発が必要な

厳しい事業環境にある。このような環境下

において、市場ニーズを先取りした製品を

次々と市場に投入しているため、組込みソ

フトウェアの開発では、以下の課題が具体

化してきている。 

ア．大規模化 

イ．開発期間の短縮 

ウ．品質管理の徹底 

エ．コスト削減 

②高度化目標 

①を踏まえた携帯電話に関する組込み

ソフトウェア技術の高度化目標は、以下の

とおりである。 

ア．品質の向上、機能の向上 

携帯電話の各メーカーは、市場での
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（１）産業機械及び産業用ロボットに関する

事項 

①川下製造業者等の抱える課題及びニー

ズ 

産業機械及び産業用ロボットの障害は

工場ラインの停止だけでなく、人身事故に

もつながる可能性があるため、信頼性の向

上（無故障、機能安全等）は重要な課題と

なっている。 

現在、産業機械及び産業用ロボットの多

くは、製造業の工場で稼働しており、労働

環境の改善への対応から、製品の品質向上

や生産性の向上に貢献してきた。今後はさ

らに、製品の高品質化、短納期化、低コス

ト化のニーズは高まっていくことから、そ

れに合わせて、産業機械及び産業用ロボッ

トに要求される能力も一層高度化してい

厳しい競争に打ち勝つため、ＡＶ機能

や通信機能での高機能を実現しつつ、

品質向上や性能向上に努力している。

品質向上や性能向上のためには、限ら

れたハードウェアリソースの中で、通

信や端末機能のレスポンス性能の強

化、省電力及び省メモリの実現といっ

た要素技術並びに実装技術の開発と

適用が求められる。 

イ．生産性の向上 

携帯電話の高機能化に伴いソフト

ウェア開発が大規模化する一方で、開

発期間の短期化が求められている。 

ウ．機能安全（安全・保護に関する各種

機構）の確保 

携帯電話の普及や利用の高度化に

伴い、通信におけるセキュリティ対策

の強化、誤操作に伴うネットワーク全

体への影響の防止等を行うフェイル

セーフ機能の向上、ネットワークから

の組込みソフトウェア（ファームウェ

ア）の更新の技術開発が求められてい

る。 

（２）ロボット・産業機械に関する事項 

 

①川下製造業者等の抱える課題及びニー

ズ 

産業用ロボット、ＦＡ等の産業機械分野

では、用途別機種へのニーズの拡大、高性

能化の進展等により、機能安全、異機種間

のネットワーク化等への要請が高まって

いる。 

一方、大量生産の部品・組立て製品産業

分野では、生産サイクルの短縮やニーズの

多様化等に対応し、多品種変量生産のため

のセル生産方式が採用されるようになっ

てきており、セル生産方式に対応したロボ

ット・産業機械への需要も増えている。セ

ル生産方式におけるロボット・産業機械の

使用上の問題点としては、生産品種変更時
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くことになる。 

大量生産の部品・組立製品産業分野で

は、生産サイクルの短縮やニーズの多様化

等に対応した多品種変量生産のためのセ

ル生産方式、情報システムを活用したサプ

ライチェーン・ネットワークの構築等が進

展している。今後は、生産効率の重視とと

もに、生産現場で働く作業者の労働環境に

配慮した生産システムの構築を目指すこ

とも重要な課題になる。 

産業用ロボットは、従来は主に溶接・塗

装・ワーク脱着等の作業工程で使用されて

いたが、近年は、産業用ロボットに搭載さ

れたセンサーや制御系システムの高度化

により、組立てから部品揃え等に至るま

で、産業用ロボットの適合領域が拡張して

きており、新たな適合分野（例えば、人手

に頼っていた自動車のワイヤーハーネス、

シート等の組立て分野）において安全性が

高く、高性能を発揮する高度な産業用ロボ

ットが求められるようになっている。これ

らに伴い、以下の課題が具体化してきてい

る。 

（削る） 

（削る） 

ア．信頼性・安全性の確保（機能安全確

保を含む） 

イ．高品質・短納期・低コスト 

ウ．作業者の労働環境に配慮した生産シ

ステム 

エ．新たな適合分野への対応 

 

②高度化目標 

①を踏まえた産業機械及び産業用ロボ

ットに関する組込みソフトウェア技術の

高度化目標は、以下のとおりである。 

ア．信頼性の向上（機能安全確保を含む） 

産業機械及び産業用ロボットに要

求される信頼性を確保するために、故

障等の障害が生じないソフトウェア

の段取り変更に時間がかかり生産性が低

いことや、組込みソフトウェアの開発が難

しく生産開始の際に時間を要すること等

が挙げられている。そのため、以下の課題

が具体化してきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．リアルタイム性の向上 

イ．産業機械間のネットワーク化 

ウ．機能安全確保 

 

（新設） 

（新設） 

 

（新設） 

 

②高度化目標 

①を踏まえたロボット・産業機械に関す

る組込みソフトウェア技術の高度化目標

は、以下のとおりである。 

ア．機能安全（安全・保護に関する各種

機構）の確保 

製品トラブルは工場ラインの停止

だけでなく、人身事故にもつながる可
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技術、テスト・検証技術等が求められ

る。また、産業機械や産業用ロボット

自身が自己診断し、故障発生の予知や

対処を自ら行うような技術開発が求

められる。 

 

 

 

（削る） 

 

 

 

イ．高性能化及び機能の向上 

高品質・短納期・低コスト等の要請

に対応し、加工精度、生産効率等を向

上させる高性能・高機能のソフトウェ

ア技術（レスポンス性等）が求められ

る。 

また、今後は、作業者中心のシステ

ム構築、新たな適合分野への対応等を

実現する産業機械及び産業用ロボッ

トの実現を支援する高性能・高機能の

ソフトウェア技術が求められる。 

（削る） 

 

 

 

 

 

 

（２）サービスロボットに関する事項 

①川下製造業者等の抱える課題及びニー

ズ 

尐子高齢社会に対応し、人々の生活や仕

事を支援し、社会の安全を守る手段として

のサービスロボットに対するニーズが高

まっている。経済産業省の技術戦略マップ

２００８では、今後導入を進めるべき重要

なロボット分野の一つとしてサービスロ

ボット（搬送・案内ロボット、警備ロボッ

能性もあるため、１つの機能障害が他

の製品又はネットワーク全体の機能

障害を惹起しないためのフェイルセ

ーフ等の機能安全の確保は極めて重

要である。また、機能安全の確保のた

めに、産業機械やロボット自身が自己

診断し、故障発生の予知や対処を自ら

行うような技術開発も重要である。 

イ．品質の向上 

高品質な製品の要求への対応、特に

省エネルギーへの対応が求められて

いる。 

ウ．機能の向上 

セル生産方式による生産の効率ア

ップのため、レスポンス性等の機能向

上が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

エ．生産性の向上 

産業機械の高機能化及び複雑化に

伴うソフトウェア開発の大規模化、セ

ル生産方式等の新たな尐量変量生産

方式への対応、開発期間の短期化ニー

ズへの対応等を行うため、生産性の向

上が求められている。 

（新設） 
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ト、メディアサービスロボット、日常生活

支援ロボット、介護・福祉従事者支援ロボ

ット等）を取り上げている。 

サービスロボットは、これまでエンター

テインメント分野が中心であったが、実用

的なサービスロボットの本格的な市場投

入を打ち出す企業も出る等、サービスロボ

ットの実用化が視野に入ってきている。 

サービスロボットは、人との物理的なイ

ンタラクションが想定されることから、事

故や誤動作等を防止する安全性の確保に

加えて、人が身近に安心してサービスロボ

ットに接することができることが重要な

課題であり、信頼性の高い製品作りが求め

られている。 

また、多様なサービスロボットの実用化

のためには、利用者の特性、ニーズや利用

環境に対応した製品作りが重要であり、そ

のためには、メーカーとサービス事業者と

の連携が不可欠である。それにより、最終

製品の利用者が安全に、安心して使えるサ

ービスロボットの実現が可能となる。これ

らを実現するための具体的な課題は以下

のとおりである。 

ア．安全性の確保 

イ．安心して接することができる 

ウ．利用者の特性・ニーズ・利用環境の

把握 

②高度化目標 

①を踏まえたサービスロボットに関す

る組込みソフトウェア技術の高度化目標

は、以下のとおりである。 

ア．信頼性の向上（機能安全確保を含む） 

サービスロボットは人間の身近で

稼働するロボットであり、周囲にいる

人の安全性や安心を確保するため、ソ

フトウェアの高い信頼性は非常に重

要であることから、信頼性の向上に向

けた設計・開発プロセス、ソフトウェ

ア技術、テスト・検証技術等の高度化
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が求められる。 

イ．利用品質の向上 

利用者が求めるニーズに対応する

ため、使いやすさ（ユーザビリティ）、

ユニバーサルデザイン等に配慮した

人間に優しいシステム作りが求めら

れる。 

ウ．高性能化・機能の向上 

多様な利用者の特性、ニーズや利用

環境に対応するため、高性能・高機能

なサービスロボット、家庭、病院等の

利用環境や情報システムとロボット

が連携した新たなロボットシステム

等が求められ、これらを実現するソフ

トウェアの開発が必要とされる。 

エ．柔軟性、適応性の確保 

人が身近にサービスロボットを利

用できるようにするために、利用者の

特性、利用特性等に応じて学習する柔

軟性及び適応性に優れたロボットシ

ステムが求められる。 

（３）情報家電及び携帯電話に関する事項 

①川下製造業者等の抱える課題及びニー

ズ 

コンピュータやネットワークを利用し

た家電の情報化、ユビキタス化の進展によ

り、情報家電及び携帯電話やサービスの多

様化が進んでいる。 

情報家電及び携帯電話分野では、子供か

ら高齢者まで、あらゆる人が利用者となる

ため、これらの人が安心して使えることが

重要であり、不具合、故障が尐ない等信頼

性の高い製品作りが求められている。 

今後は、情報家電及び携帯電話とインタ

ーネット、ＧＰＳ等の外部ネットワークを

結び、多様なネットワークサービスが提供

されることが予想される。一方、家庭や企

業等にある情報家電と外部ネットワーク

との接続は、個人情報や企業の機密情報の

漏洩等の情報リスクを高めることにもな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）情報家電に関する事項 

①川下製造業者等の抱える課題及びニー

ズ 

情報家電のデジタル化及びネットワー

ク化が進展する中、組込みソフトウェア技

術の向上の重要性は増している。特に、家

庭やオフィス等に順次設置されていく

様々なデジタル機器を相互に接続し、デー

タ交換を可能とするインターオペラビリ

ティ（相互接続性・相互運用性）が重要な

課題となっている。 

また、ネットワーク接続により、個人情

報の漏洩、著作権問題等様々なリスクが高

まることが予想されるため、個人や企業の

情報セキュリティを確保するための機能

の強化も必要となる。 

さらに、情報家電は、子供から老人まで

あらゆる人がユーザーとなるため、製品の

安全性だけでなく、利用者の使い勝手の良
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り、個人・企業に対する情報セキュリティ

対策の強化は重要な課題となる。 

また、今後、情報家電及び携帯電話の利

用者を増やし、その利用度を高めていくた

めには、誰もがその価値を理解できるよう

に、利用者の使い勝手が良い（ヒューマン

インターフェイス、ユニバーサルデザイン

等に配慮）等を重視した製品作りが重要と

なる。 

このような市場環境や製品特性により、

情報家電及び携帯電話は、ますます多機能

化、複合化してきている。そのため、以下

の課題が具体化してきている。 

（削る） 

    ア.ネットワークサービスの多様化（情

報家電間のネットワーク化を含む） 

    イ．信頼性の確保（機能安全確保を含む） 

 

ウ．誰もが安心して使える 

エ．利用者の理解、利用度の促進 

オ．使い勝手の良さ 

②高度化目標 

①を踏まえた情報家電及び携帯電話に

関する組込みソフトウェア技術の高度化

目標は、以下のとおりである。 

ア．信頼性の向上（機能安全確保を含む） 

多様な人が安心して使えるよう、信

頼性の高い製品を実現するソフトウ

ェア技術やテスト・検証技術が求めら

れる。また、ネットワーク利用時にお

ける情報セキュリティを確保するた

め、利用者の個人情報に対するセキュ

リティ対策、フェイルセーフ機能等に

関する技術も求められる。 

 

 

 

イ．機能の向上及び新機能の実現 

ネットワークサービスの多様化に

対応するため、情報家電間や外部ネッ

さや、ヒューマンインターフェイス、ユニ

バーサルデザイン等の視点からの要請も

強くなっている。 

このような市場環境や製品特性により、

情報家電はますます多機能化、複合化して

きており、それに対応するため情報家電向

け組込みソフトウェアのプログラム規模

は、指数関数的に増大している。そのため、

以下の課題が具体化してきている。 

 

 

 

 

ア．リアルタイム性の向上 

イ．情報家電間のネットワーク化 

 

ウ．機能安全確保 

 

（新設） 

（新設） 

（新設） 

②高度化目標 

①を踏まえた情報家電に関する組込み

ソフトウェア技術の高度化目標は、以下の

とおりである。 

ア．機能安全（安全・保護に関する各種

機構）の確保 

情報家電では、デジタル化した映像

や音楽等のコンテンツの取扱い、著作

権の適切な管理と使用が大きな課題

となっており、バランスのとれた機器

の操作性とともに、適切な著作権管理

が求められている。また、通信に関連

した機能として、使用者の個人情報に

対するセキュリティ対策、フェイルセ

ーフ機能等に関する技術も必要とな

っている。 

イ．機能の向上 

情報家電の特性であるネットワー

ク機能をより高度に実現するために
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トワークとの接続技術、ＩＰ（インタ

ーネットプロトコル）対応等の高度化

が必須となる。また、マルチモーダル

対応といわれる、文字、音声や表情等

の組み合わせにより、より柔軟に人間

のメッセージを伝える仕組みの技術

開発も求められる。 

 

 

 

ウ．利用品質の向上 

情報家電及び携帯電話の利用者を

増やし、利用頻度を高めるため、利用

品質の向上に配慮したソフトウェア

開発が求められる。 

（削る） 

 

 

 

 

（４）自動車に関する事項 

①川下製造業者等の抱える課題及びニー

ズ 

自動車産業にとって、安全性の確保は基

本的な課題であり、その一つとして機能安

全への対応が重要視されている。機能安全

に対応した安全システムの構築には、ソフ

トウェアとハードウェアとの連携が重要

であり、ソフトウェアによる安全性確保が

必要となっている。 

自動車では、環境制約が強化されてきて

おり、省エネルギー化、排ガスのクリーン

化等に対応した環境技術（ハイブリッド

化、燃費性能の向上、軽量化等）が企業の

競争力を大きく左右することから、省エネ

ルギーを実現するハードウェア及びソフ

トウェアへのニーズが高まっている。 

また、ＩＴの活用は、自動車の安全性能、

快適性能、環境性能、利便性等を飛躍的に

高め、市場拡大にもつながることから、Ｉ

は、インターオペラビリティの確保、

製品間でのデータ交換が重要な機能

である。その実現のためには、ネット

ワーク接続、ＩＰ（インターネットプ

ロトコル）対応の高度化が必須であ

る。また、マルチモーダル対応といわ

れる、文字、音声や表情等の組み合わ

せにより、より柔軟に人間のメッセー

ジを伝える仕組みの技術開発も求め

られている。 

ウ．品質の向上 

幅広い人が使用する家電製品とし

て、製品としての評価に直接影響する

ユーザビリティ、ユニバーサルデザイ

ンへの対応が求められている。 

エ．生産性の向上 

短い製品ライフサイクルに対応し

た短期間開発、高機能化により複雑化

かつ大規模化したソフトウェア開発

が求められている。 

（４）自動車に関する事項 

①川下製造業者等の抱える課題及びニー

ズ 

自動車産業にとって、製品の「機能安全」

の確保は最大のテーマである。機能安全の

実現のためには、フェイルセーフの発想が

必要であり、これはソフトウェアだけで実

現できるものでなくハードウェアとの連

携が必要となる。また、自動車分野はユー

ザーからの高品質への要求が特に厳しい

分野であり、ハードウェアとソフトウェア

との連続性による高品質要求への対応は、

機能安全とともに重要な課題である。 

高品質に次いで重要となるのは、情報機

能に対するニーズである。 

ユーザーが自動車に組み込まれたシス

テムに求める機能も、ＡＶ機能からナビゲ

ーション機能、通信・放送に対応した機能

へと拡大しており、それに応じて組込みソ

フトウェアも高機能化、大規模化してい
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Ｔを活用した制御技術、道路交通システム

（ＩＴＳ）等に積極的に取り組んできてい

る。そのため、以下のような課題が明らか

になっている。 

（削除） 

（削除） 

ア．安全性の確保（機能安全確保を含む） 

イ．環境技術の高度化 

ウ．燃料電池等代替エネルギーへの対応 

エ．ＩＴＳの活用 

②高度化目標 

①を踏まえた自動車に関する組込みソ

フトウェア技術の高度化目標は、以下のと

おりである。 

ア．信頼性の向上（機能安全確保を含む） 

安全性の確保に対する要請に対応

するため、機器に障害が発生しても重

大事故を引き起こさない障害対応の

設計思想やシステム、これらに対応し

たソフトウェア技術が求められる。 

 

 

 

 

 

イ．利用品質の向上 

安全性の確保に対する要請に対応

するため、誤操作・誤動作等が生じな

い利用品質が求められる。 

 

 

 

 

ウ．電子制御の統合化 

自動車における安全性の確保、環境

技術の高度化、代替エネルギーへの対

応、ＩＴＳの活用等の要請に対応する

ため、統合電子制御（電子制御ユニッ

トの数を減らす方向と複数のアプリ

ケーション情報を使って新しい制御

る。 

以上より、以下の課題が具体化してい

る。 

 

ア．リアルタイム性の向上 

イ．自動車電装部品間のネットワーク 

ウ．機能安全確保 

（新設） 

（新設） 

（新設） 

②高度化目標 

①を踏まえた自動車に関する組込みソ

フトウェア技術の高度化目標は、以下のと

おりである。 

ア．機能安全（安全・保護に関する各種

機構）の確保 

フェイルセーフ機能等により、機器

に障害が発生しても重大事故になら

ないよう、障害対応の設計思想が求め

られている。なお、自動車は法律によ

りリコール（製品回収）制度が定めら

れていることもあり、メーカー側は出

荷後のリコールは何としても避けた

いという強いニーズがあることにも

留意する必要がある。 

イ．品質の向上 

自動車に対しては、消費者から性能

や操作性等様々な品質に関する要求

があり、それらの高度な品質要求への

対応が求められている。また、自動車

は幅広い人に利用されるため、ユニバ

ーサルデザインへの対応も求められ

ている。 

ウ．機能の向上 

自動車の分野では、ネットワーク対

応への取組が進んでおり、外部ネット

ワークとの接続や協調による新しい

機能が開発され、商用化されている。

自動車としての機能安全を確保した

上で、外部ネットワークとの接続及び
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を行う方向がある）が重要な開発課題

となっており、その開発を支援するた

めのソフトウェア技術が求められる。 

（削る） 

 

 

 

 

 

 

（５）川下分野横断的な共通の課題・ニーズ

に関する事項 

①川下製造業者等の抱える共通の課題及

びニーズ 

川下製造業者等が国際競争力を強化す

るために取り組むべき事項には、（１）～

（４）で述べたそれぞれの製品の特性に対

応した課題やニーズとともに、以下に述べ

るようなすべての製品に共通して取り組

むべき重要な課題やニーズがある。これら

の共通課題やニーズは、今後、国際化やグ

ローバル化が求められる川上中小企業者

等においても考慮すべき重要な事項と考

えられる。 

アジア諸国等の発展により、輸出製品の

分野における国際競争が激化し、コスト削

減に対する要求はますます厳しくなって

いる。また、これまで我が国はコストパフ

ォーマンスに優れた製品作りにより高い

競争力を維持してきたが、競争相手国の品

質向上により、更なる高品質化への取組が

求められるようになってきている。 

環境への対応も製品に共通する重要な

課題である。産業機械及び産業用ロボッ

ト、情報家電及び携帯電話、自動車等にお

いても、これまで、エネルギー消費効率の

向上、代替エネルギーの使用、ＩＴの活用、

小型化、軽量化等の様々な取組が行われて

いる。 

国際規格への対応も、製品の安全確保、

連携のための新たな技術の開発等が

求められている。 

 

エ．生産性の向上 

自動車の高機能化に伴い、ソフトウ

ェア開発は大規模化している。機能安

全の確保を最優先にしながら、開発期

間の短期化や開発コストの低減等を

目指したバランスのとれた生産性の

向上が求められている。 

（新設） 
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国際化の進展等の点から不可欠の要件で

ある。国際規格では、機械の安全性に関す

る指針である「安全規格」、システム（製

品）を作り出すプロセスに関する「プロセ

ス規格」がある。以上を踏まえ、以下のよ

うな課題が明らかとなっている。 

ア．コスト削減 

イ．省エネルギー・省資源化 

ウ．品質の向上 

エ．国際規格への対応 

②高度化目標 

①を踏まえた分野横断的な共通基盤に

関する組込みソフトウェア技術の高度化

目標は、以下のとおりである。 

ア．生産性の向上 

川下製造業者等のコスト削減要請

は、今後更に強まることが予想される

ことから、川上中小企業者において

は、ソフトウェア開発の生産性向上に

努め、川下製造業者等が求める開発期

間、開発コストに対応できる生産技術

を実現することが求められる。 

イ．ソフトウェア技術による省エネルギ

ー・省資源化 

産業機械及び産業用ロボット、情報

家電及び携帯電話、自動車等の分野に

おいては、省エネルギー・省資源に対

する強い要請がある。今後は、ソフト

ウェア技術を活用した精密制御によ

り、省電力・省燃料化、部品・メカニ

ズムをソフトウェアで置き換える等

により、省エネルギー・省資源の要請

に対応していくことが求められる。 

ウ．検証・品質保証体系の構築 

ソフトウェアの品質向上のため、形

式手法・レビュー・テスト等の検証・

品質保証に関する先端的な技術の包

括的な適用、アーキテクチャやプロセ

ス等を可視化する「見える化」の手法

の開発、国際規格に基づく品質保証等
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に取り組むことが重要である。 

エ．情報システムとの連携をサポートす

る技術の構築 

川下製造業者等において要請され

ている「情報システムとの連携」に対

応し、これをサポートするソフトウェ

ア技術の構築が求められる。 

２ （略） 

３ 組込みソフトウェア技術の特定研究開発

等を実施するに当たって配慮すべき事項 

（１）川上中小企業者において留意すべき事

項 

組込みソフトウェア事業者は、研究開発

を進めるに当たって、以下の事項に配慮す

ることが望まれる。 

①研究開発体制に関する事項 

品質管理を重視した社内開発体制の構

築、外部企業（例えば川下製造業者等）と

の連携を進め、高品質なシステムを開発で

きる国際競争力強化に向けた体制作りが

求められる。 

②人材の確保・育成に関する事項 

組込みソフトウェア技術に関しては、大

規模システム開発に対応できるエンジニ

ア、テスト・検証技術者、海外で活躍でき

るエンジニア、ハードウェアに精通したソ

フトウェアエンジニア等の人材の確保が

重要であるが、現状ではこれらの人材が不

足している状況にある。今後、組込みソフ

トウェア技術開発を目指す中小企業者に

おいては、これらの人材の確保と育成への

取組が重要である。 

具体的には、自社の事業の特性に応じ

た、体系的な教育・研修体制に基づくスキ

ルアップ、外部の研修やトレーニングサー

ビスの活用、大学と連携した人材確保や育

成等に取り組むことが求められる。その

際、独立行政法人情報処理推進機構ソフト

ウェア・エンジニアリング・センターが策

定した組込み技術スキルスタンダード（Ｅ

 

 

 

 

 

 

 

２ （略） 

３ 組込みソフトウェア技術の特定研究開発等

を実施するに当たって配慮すべき事項 

（１）川上中小企業者において留意すべき事

項 

組込みソフトウェア事業者は、研究開発

を進めるに当たって、以下の事項に配慮す

ることが望まれる。 

①研究開発体制に関する事項 

品質管理を重視した社内開発体制の構

築、外部企業（例えば川下製造業者等）と

の連携を進め、高品質なシステムを開発で

きる体制づくりが求められる。 

 

②人材の確保・育成に関する事項 

組込みソフトウェア技術に関しては、大

規模システム開発に対応できるエンジニ

ア、テスト・検証技術者、海外で活躍でき

るエンジニア、ハードウェアに精通したソ

フトウェアエンジニア等の人材の確保が

重要であるが、現状ではこれらの人材が不

足している状況にある。今後、組込みソフ

トウェア技術開発を目指す中小企業者に

おいては、これらの人材の確保と育成への

取組が重要である。 

具体的には、自社の事業の特性に応じ

た、体系的な教育・研修体制に基づくスキ

ルアップ、外部の研修やトレーニングサー

ビスの活用、大学と連携した人材確保や育

成等に取り組むことが求められる。 
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ＴＳＳ）が参考となる。 

③（略） 

④資金の確保に関する事項 

組込みソフトウェア事業者は、事業の性

質上、一般的に、担保となる資産を多くは

有していないため、資金調達力が脆弱であ

り、製品開発や事業化等の段階における資

金調達は重要な経営課題である。特に、研

究開発終了後の事業化段階における資金

確保がボトルネックとなるケースが多い。 

このため、組込みソフトウェア事業者に

おいては、国や地方公共団体による支援制

度、政府系金融機関による低利融資制度、

債務保証制度を積極的に活用することが

求められる。 

⑤知的財産に関する事項 

組込みソフトウェア事業者は、持続的か

つ戦略的な経営を行うために、自社が有す

る組込みソフトウェア技術に関する知的

財産を認識し、自らの経営基盤として位置

付けるべきである。また、知的財産に関し、

社員に対する教育、研修、外部専門家の活

用、知的財産に係る戦略の策定、公的機関

の支援策を活用する等、知的財産に関する

取組を推進すべきである。 

また、情報家電及び携帯電話分野では、

デジタル化した映像や音楽等のコンテン

ツの取扱い、著作権の適切な管理と使用が

大きな課題となっており、バランスのとれ

た機器の操作性とともに、適切な著作権管

理が求められる。 

⑥地域の知的資源の取得等に関する事項 

組込みソフトウェア分野では、地域の大

学、研究機関等の貢献を背景として、地域

発の優れた技術シーズが多くみられる。最

近では、地域の大学や研究機関が保有する

シーズと企業ニーズが適切にマッチング

され、革新的な成果が生まれるケースも多

い。 

そのため、組込みソフトウェア事業者に

 

③（略） 

④資金の確保に関する事項 

組込みソフトウェア事業者は、事業の性

質上、一般的に、担保となる資産を多くは

有していないため、資金調達力が脆弱であ

り、製品開発や事業化等の段階における資

金調達は重要な経営課題である。特に、研

究開発終了後の事業化段階における資金

確保がボトルネックとなるケースが多い。 

このため、組込みソフトウェア事業者に

おいては、国や地方公共団体による支援制

度、政府系金融機関による低利融資制度、

独立行政法人等による債務保証制度を積

極的に活用することが求められる。 

⑤知的財産に関する事項 

組込みソフトウェア事業者は、持続的か

つ戦略的な経営を行うために、自社が有す

る組込みソフトウェア技術に関する知的

財産を認識し、自らの経営基盤として位置

付けるべきである。また、知的財産に関し、

社員に対する教育、研修、外部専門家の活

用、知的財産に係る戦略の策定、公的機関

の支援策を活用する等、知的財産に関する

取組を推進すべきである。 

 

 

 

 

 

 

⑥地域の知的資源の取得等に関する事項 

組込みソフトウェア分野では、地域の大

学、研究機関等の貢献を背景として、地域

発の優れた技術シーズが多くみられる。最

近では、地域の大学や研究機関が保有する

シーズと企業ニーズが適切にマッチング

され、革新的な成果が生まれるケースも多

いため、組込みソフトウェア事業者におい

ては、地域の大学や研究機関等と連携し
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おいては、地域内の大学、研究機関、企業

等と連携して地域内研究開発資源の積極

的活用を図り、地域イノベーションの創出

を目指すことが求められる。 

⑦関連法規への対応に関する事項 

組込みソフトウェアを利用した多くの

川下製品では、利用者の安全性確保等の観

点から、開発において留意すべき法規が数

多くある。組込みソフトウェアの開発に当

たっては、かかる関連法規に十分に留意す

ることが求められる。関連法規としては、

消費生活用安全法（消安法）、製造物責任

法（ＰＬ法）電気用品安全法（ＰＳＥ法）、

労働安全衛生法、薬事法、消防法等がある。 

（２）川下製造業者等において配慮すべき事

項 

組込みソフトウェア事業者と取引のあ

る川下製造業者等においては、以下の事項

に配慮することが求められる。 

①競争領域に関する事項 

川下製造業者等を支えている組込みソ

フトウェア分野の川上中小企業者は、受託

開発事業者が多く、部品やツール等を開発

し、提供する事業者が尐ないこと、厳しい

コスト競争下に置かれていること等の問

題を抱えている。 

今後は、組込みソフトウェア産業が抱え

るこうした課題に対応し、技術力のある川

上中小企業者を支援し、部品やツール等を

開発し、提供する事業者としての自立を促

し、当該産業を付加価値生産性の高い産業

として育てていく必要がある。そのため、

川下製造業者等においては、技術・事業領

域を自社にとって付加価値の高いコア領

域に集中し、他の事業者と協調可能な分野

は技術力を有する川上中小企業者に担わ

せる等、技術・事業領域における棲み分け

を明確にし、適切な競争環境を構築するこ

とに配慮すべきである。 

②取引慣行に関する事項 

て、提供されるサービスを積極的に活用す

ること等が求められる。 

 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）川下製造業者等において配慮すべき事

項 

組込みソフトウェア事業者と取引のあ

る川下製造業者等においては、以下の事項

に配慮することが求められる。 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①取引慣行に関する事項 
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組込みソフトウェア開発では、商習慣と

して人月工数等の労働時間を基準とする

取引価格の設定が一般的となっており、川

上中小企業者の有する技術の価値が的確

に評価されない場合が多い。 

これら取引慣行に関しては、組込みソフ

トウェア事業者の経営に負担を与えてい

る場合があるため、川下製造業者等は、契

約の締結に当たり、ソフトウェアの価値や

取引をする組込みソフトウェア事業者の

有する技術力を評価する基準の検討、権利

関係の明確化等、取引適正化に向けて配慮

すべきである。 

③・④（略） 

組込みソフトウェア開発では、商習慣と

して人月工数等の労働時間を基準とする

取引価格の設定が一般的となっており、川

上中小企業者の有する技術の価値が的確

に評価されない場合が多い。 

これら取引慣行に関しては、組込みソフ

トウェア事業者の経営に負担を与えてい

る場合があるため、川下製造業者等は、契

約の締結に当たり、ソフトウェアの価値や

取引をする組込みソフトウェア事業者の

エンジニアの技術力を評価する基準の検

討、権利関係の明確化等、取引適正化に向

けて配慮すべきである。 

②・③（略） 

 


